
























































































































































































































































































A B C D 開口部径：深度
P773 ● ● ● 1：1.24
P779 ● ● 1：1.41
P800 ● ● （●） 1：0.97
P804 ● ● ● 1：0.87
P805 ● ● 1：1.28
P792 ● ● ● 1：1.11
P793・794 ● ● ● ● 1：1.02









































































































































年代、14C 年代を暦年代に較正した年代範囲を示す。14C 年代は AD1950年を基点にして何年前か
を示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減期として Libby の半減期5568年
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表２　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
測定番号
δ13C
（‰）
暦年較正用年代
（yrBP ±1σ）
14C 年代
（yrBP±1σ）
14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
PLD-16205
P773北側炭化物層
試料№１
－28.34±
0.13
3046±21 3045±20
1379BC（38.8%）1336BC
1322BC（25.5%）1292BC
1278BC（ 4.0%）1272BC
1394BC（95.4%）1261BC
PLD-16206
P773南側底部ピット
試料№２
－26.89±
0.15
3131±20 3130±20 1431BC（68.2%）1401BC
1450BC（91.4%）1378BC
1337BC（ 4.0%）1322BC
PLD-16367
P793・794底面ピット上層
試料№４
－27.56±
0.15
3223±20 3225±20
1508BC（27.6%）1489BC
1482BC（40.6%）1455BC
1525BC（95.4%）1438BC

